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FAQ FF066 : Coord Surf を sweep しながら scalar 最大値位置を検出し、 

                                                                                その場所の threshold 変数値を取得 

ここでは、まず、Coordinate Surface を sweep させながら、順次、対象断面内での  

Scalar 最大値（最小値）を取得します。その最大値位置を特定した後、その場所の threshold 変数値を 

取得する FVX サンプルをご案内いたします。 

 

Sweep方向 

X, Y, Z 座標 スカラ最大値 

各Sweep Coord. サーフェス threshold 最大値 
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データ読み込み（データセット１） 

サンプル FVX 
（ FAQ_FF066_Pointprobe_at_ScalarMaxPosition.fvx） 

の処理の流れ 

Boundary Surface 作成 

Query  文で Z 軸情報取得 

（loop始点、終点情報） 

Modify 文 で Coord. Surf の Current 値移動 

start 

end 

Coordinate Surface 作成 

Query  文で min, max 値 情報取得 

外部ファイルに結果書き出し 

Export 文でSurface情報を 

外部ファイルへ 

Export ファイルから 

最大値位置を検出 

Function 名 

“DetectMaxPosition” 

FVX の “probe_current_functions”  

関数をつかって pointprobe 処理 

上処理の結果から 

threshold 変数の値を取得 
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FVX の “probe_current_functions”  

関数をつかって pointprobe 処理 

～中略～ 

上処理の結果から 

threshold 変数の値を取得 

複数変数を利用する場合は 

既存 サーフェスの Scalar 変数を 

Modify 関数をつかって逐次変更してください 
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《参考》 

他の FAQ 項目 

 

FF063 Coordinate Surface を sweep しながら scalar 最大値検出 

http://www.vinas.com/jp/support/fieldview/faq/FF063.htm 

 

FF065 Coordinate Surface を sweep しながら scalar 最大値検出し、その場所を特定する  

http://www.vinas.com/jp/support/fieldview/faq/FF065.htm 

 

も参考にしていただけますでしょうか。 

 

本サンプルスクリプトは FF063 → FF065 → FF066 の順番に流用作成しています。 

 


